全Ｌ協保安３０第４８号
平成３０年９月２８日
正　会　員　　各位
（一社）全国ＬＰガス協会
平成３０年度ＬＰガス消費者保安月間の実施について
（お願い）
この度、経済産業省より別紙のとおり、昭和６０年度から毎年１０月に実施している「ＬＰガス消費者保安月間」につきまして、本年度も消費者保安対策に焦点を当てた保安啓発活動の推進を図るよう要請がありました。

なお、本年度は実施重点項目が下記のとおりに掲げられております。
つきましては、都道府県協会におかれましては、会員に対し、また、直接会員におかれましては、関係者に対し、ＬＰガス消費者保安啓発活動等の推進を図っていただくよう周知徹底並びに効果的な実施のためのご指導方よろしくお願いいたします。
記

(１)　業務用消費者に対して、ＣＯ中毒事故防止、燃焼器具の適切な使用方法及び業務用換気警報器・ＣＯ警報器の設置促進に重点を置いた周知の徹底を図る。
　　　学校、福祉施設等において、オーブン等の業務用調理機器を使用する場合のＣＯ中毒事故が発生していることから、調理等を行う際は、不完全燃焼によるＣＯ中毒事故に十分注意すること。特に業務用施設等の使用者、所有者に対してＣＯ警報器及び業務用換気警報器の設置を促進すること。
(２)　一般消費者等に対して、ＬＰガス販売事業者等が行っている保安業務の内容及び消費機器の維持管理方法、ＣＯ中毒事故防止対策、ガスが漏えいした場合の適切な対処方法を周知する。
(３)　ＬＰガス販売事業者等に起因する事故の防止対策では、供給管・配管のの事故防止対策として他工事業者による埋設管破損を防止するため、ＬＰガス販売事業者は、ガス供給設備周辺で他工事の計画がある場合は、確実にＬＰガス販売事業者に知らせるように一般消費者に対して周知するとともに、原則として工事の際に立ち会うこと。特に上下水道等の敷地内工事による配管等損傷事故を防ぐため、一般消費者等のみならず、上下水道等の工事関係者に対し積極的な周知を行うこと
 (４）高齢者及び一人暮らしの消費者に対してＬＰガス設備を安全に使用するための保安啓発を行う。
 (５）災害発生時における保安確保のための具体的な取組について本年９月に「ＬＰガス災害対策マニュアル」を改訂しており、災害発生時においては同マニュアルに基づいた取組を着実に実施すること。
以　上
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